
コア企業：㈱ｹｲｼﾞｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(札幌市：建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業)

連携企業等： (有）大森秋紅花制作室、㈱テクノブレイン
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事業計画の概要：簡易・高密度ハーブマットによる景観・緑化・無農薬簡易・高密度ハーブマットによる景観・緑化・無農薬農産物農産物栽培の推進栽培の推進

～～ 人と自然に優しい暮らしと香りを提案！人と自然に優しい暮らしと香りを提案！ ～～

１．近年、住宅の庭、公園、沿道などにハーブを栽培して緑化を図り景観を向上させたり、田畑の畦道

に害虫の忌避作用のあるハーブを栽培して農薬の使用を抑制することが多くなっている。

２．現在、これらは種を蒔いて育成させるかポット苗からの移植によって行われているが、ハーブの生育

に適した土壌改良を行う必要がある。また、蒔き種の場合は成長まで相当期間がかかり、ポット苗は

移植の手間がかかる。さらに、双方とも、ハーブ間の密度が粗くなりがちで雑草等の除去にコストがか

かることが課題。

３．㈱ケイジーエンジニアリングは、ハーブの生育に必要な土壌改良材や肥料を適切に配合し、様々

な場所に簡易に植栽できるハーブマットを開発した。この製品の強みは、軽量かつ簡易に植栽でき、

メンテナンスの手間が省け（追肥をしなくても３年間生育可能）、高密度のため雑草の除去コストが

ほとんどかからないこと。

４．新連携計画では、高度な育苗技術を有する（有）大森秋紅花制作室とともに、多品種化、量産化に

係る技術開発を進める。また、外構・エクステリア施工技術や屋上緑化製品開発技術の高い㈱テク

ノブレインがデザイン性に富んだ施工技術の高度化を行う。

５．市場ターゲットは、地域住民と自治体等が連携して緑をテーマにした美しい街づくりを行う景観市

場や害虫忌避効果を活用した減農薬農産物の生産を行う農業市場。また、今後、剪定・刈り込みを

したハーブを料理用、ハーブティ、芳香剤などに２次的に有効に活用する手法を検討。暮らし・癒し市

場にも販路を拡げる。

ハーブマット（オレガノ）ハーブマット（オレガノ）ハーブマット（オレガノ） 通常の道路風景通常の道路風景通常の道路風景

ハーブマットを植栽した道路風景（イメージ図）ハーブマットを植栽した道路風景（イメージ図）ハーブマットを植栽した道路風景（イメージ図）

 



外部協力メンバー外部協力メンバー外部協力メンバー

（有）植物育種研究所

忌避効果研究

品種改良

妹背牛町

まちおこしモデル
（ハーブ農業）の検討

連携モデル連携モデル

㈱テクノブレイン

・外構、ｴｸｽﾃﾘｱ施工技術

・屋上緑化製品開発技術

・造園事業者やマンション

建設事業者等のﾈｯﾄﾜｰｸに

よる一般消費者へのﾏｰｹﾃｨ

ﾝｸﾞ

コア企業：㈱ｹｲｼﾞｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

・ハーブマットの開発技術（実用新案出願中）

・ハーブパウダー製造機械開発

・道路、街並み等の緑化対策事業へのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

（有）大森秋紅花制作室

・ハーブマットの多品種

化、量産化

・フラワーディスプレイ技術

・ﾌﾗﾜｰｽｸｰﾙ卒業生等のﾈｯﾄﾜｰｸ

による一般消費者へのﾏｰｹﾃｨ

ﾝｸﾞ

ハーブマットの開発技術ハーブマットの開発技術ハーブマットの開発技術

ハーブマットの多品種化・量産化ハーブマットの多品種化・量産化ハーブマットの多品種化・量産化 外構施工・屋上緑化製品開発外構施工・屋上緑化製品開発外構施工・屋上緑化製品開発

北海道立食品加工

研究センター

ハーブパウダーの

研究・開発

㈱北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ･
ﾎﾃﾙｽﾞ JRﾀﾜｰﾎﾃﾙ
日航札幌

ハーブ使用メニュー
の開発

㈱マルモ出版

宣伝・WEB販売

・㈱ｹｲｼﾞｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞのﾊｰﾌﾞ

ﾏｯﾄの開発技術をﾍﾞｰｽに、（有）

大森秋紅花制作室の多品種化、

量産化に係る技術開発を加え、

㈱ﾃｸﾉﾌﾞﾚｲﾝがデザイン性に富

んだ施工技術の高度化を行う。

・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞは、連携３社のそれ

ぞれの得意分野に実施。

連携効果連携効果

軽量かつ簡易に植

栽でき、メンテナンスの
手間が省け（追肥をしな
くても３年間生育可能）、
高密度のため雑草の除
去コストがほとんどかか
らないハーブマットの製
造・販売。

新事業新事業 市場性

・市場ターゲットは、景観市

場、農業市場、暮らし・癒

し市場。

・自治体、建築事業者、農業

者、ホームセンター等への

マーケティングを積極的に

実施。

支援メニュー

【【支援金融機関支援金融機関】】 北海道銀行北海道銀行

【活用（予定）支援メニュー】 ①信用保証の特例 ②補助金 ③設備投資減税

市場性

コア企業の会社概要

企業名・代表者

所在地

創立
資本金・従業員数

TEL／FAX
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㈱ケイジーエンジニアリング　代表取締役　後藤　雪夫

札幌市東区北２０条東１５丁目３番１号
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